
※数値は、単位未満を四捨五入しているので、計の数値と内訳数値の合計は、一致しない場合がある。

中央卸売市場　廃棄物発生量の推移

○過去5年間における廃棄物発生量の推移は減少傾向にあり、平成２２年度は、対前年比で
約2.3%の減少となっています。

○こうした廃棄物は、卸、仲卸、売買参加者、関係事業者等の事業活動に伴って発生してい
るものがほとんどです。
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